
定例公安委員会の開催概要

定例公安委員会は、令和３年２月３日（水）に開催されました。

１ 決裁事項

・ 人事案件について

・ 指定自動車教習所に対する行政処分の実施について

・ 運転免許の取消処分について

２ 審議事項

・ 案件なし

３ 報告事項

(1) 令和２年中の犯罪被害者支援推進状況について（暫定値）

県警察から、令和２年中の犯罪被害者支援推進状況に関する報告があった。

犯罪被害者に対し、各所属の被害者支援員が支援に当たったほか、医療費等の公費

負担、被害者支援カウンセラーによるカウンセリングの実施など、犯罪被害者の精神

的・経済的負担の軽減に努めたとのことであった。

また、犯罪被害者等に対する県民理解を深めることを目的に、各種広報啓発活動を

実施したとのことであった。

委員から 『被害者は心も体も傷ついていると思われる。寄り添った形で支援して、

いただきたい 』との発言があった。。

(2) 令和２年中における被疑者取調べ監督の実施状況について

県警察から、令和２年中における被疑者取調べ監督の実施状況に関する報告があった。

、 、令和２年１月から令和２年12月までの間 県内で実施された被疑者取調べに対して

、 、取調べ監督官等が取調べに関する書類の閲覧による確認のほか 取調べ状況の視認等

所要の取調べ監督を実施した結果、監督対象行為は認められなかった。

また、取調べ監督制度について警察署の担当者及び警察学校入校者に対する教養を



行うなど、取調べ監督制度の浸透を図っているとのことであった。

委員から 『様々な場面で教養し、適正な取り調べを行うよう指導願う 』との発言、 。

があった。

(3) 令和３年全国優秀警察職員表彰の受章者について

県警察から、令和３年全国優秀警察職員表彰の受章者に関する報告があった。

多年にわたり警察職務に勉励し、治安の維持に尽くした警察職員に対し、警察庁長官

が警察功労章を授与するとのことであった。

委員から、『後輩の手本、目標として今後も指導していただきたい。』との発言が

あった。

(4) 令和２年中の県内の自殺者について（暫定値）

県警察から、令和２年中の県内の自殺者に関する報告があった。

令和２年中の自殺者は193人と、前年より24人減少した。

、 、 、特徴として 自殺者のうち65歳以上の高齢者は98人で 全体の50.8％を占めており

年代別では、70代が46人と最も多く、次いで60代の32人であった。

原因・動機別では、健康問題が77件と最も多く、次いで家庭問題の27件、職業別

では、無職者（学生生徒を含む）が132人と最も多く、全体の68.4％を占めたとの

ことであった。

委員から 『一人でも自殺者を無くすよう、関係機関と連携した対応を願う 』との、 。

発言があった。

(5) 令和２年中のストーカー及び配偶者暴力事案の取扱状況について（暫定値）

県警察から、令和２年中のストーカー及び配偶者暴力事案の取扱状況に関する報告

があった。

令和２年中のストーカー事案認知件数は116件と、前年より２件（1.7％）減少し、

配偶者暴力事案認知件数は357件と、前年より１件（0.3％）減少しており、いずれも

ここ数年高水準で推移している状況である。

また、ストーカー事案の事件検挙は15件で、検挙別件数では、ストーカー行為等の

規制等に関する法律での検挙が９件、他の法令での検挙が６件であった。配偶者暴力

事案の事件検挙は８件で、検挙別件数では、配偶者からの暴力の防止及び被害者の



保護等に関する法律での検挙はなく、他の法令での検挙が８件とのことであった。

委員から 『命に関わる事案に発展する恐れがあり、しっかりと対応していただき、

たい 』との発言があった。。

(6) 令和２年中の犯罪情勢について（確定値）

県警察から、令和２年中の犯罪情勢に関する報告があった。

刑法犯については、認知件数は2,382件、検挙件数は1,638件、検挙人員は1,007人

、 、 、 。 、と 前年より認知件数 検挙人員が増加し 検挙件数が減少した 検挙率は68.8％と

前年より低下した。重要犯罪については、認知件数は21件、検挙件数は22件、検挙人員

は20人と、前年より検挙件数、検挙人員が増加し、認知件数が減少した。重要窃盗犯

については、認知件数は246件、検挙件数は197件、検挙人員は39人と、前年よりそれ

ぞれ増加した。窃盗犯については、認知件数は1,679件、検挙件数は1,167件、検挙人員

は670人と、前年より認知件数、検挙人員が増加し、検挙件数は減少した。また、

刑法犯被疑者に占める高齢者の割合は、全刑法犯では36.6％、窃盗犯では48.2％、

手口別では万引きが60.0％と高率とのことであった。

委員から、『県民の安全安心度は検挙率と思われることから、引き続き検挙率の

向上に努めていただきたい 』との発言があった。。


